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１．目的１．目的
１．フィールド推進の原理実証機を製作する

↓

２．実証試験機により、フィールド推進の認知度を
世界的に上げる

↓

３．以後の開発費を寄付して頂くスポンサーを見
出す

↓

４．フィールド推進システムの研究・実用化加速
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２．原理実証機の要件２．原理実証機の要件
（１）外部から独立したシステムであること

→電源ケーブル、支持機構等無し

（２）他の物理的効果の混在を許さない推進機構とする
こと

→機構的に閉じた形態とする

（３）推進力の予測と測定が可能であること

→派手な動きができなくても良いが、推進理論からの
予測値と実測値が一致することが必要。これにより
原理実証達成される。
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３．フィールド推進システムの選定３．フィールド推進システムの選定

高中非常に低低推力

有有有有理論的裏付

未未（一部実績
あり）

済済（Ｈｏｎｄａ）実験的な効果の
確認

低中可能性中可能性高総合評価

高高低低開発費用

低中高高技術的実現性

Electro-gravitic
Drive

Torsion Field
Drive

Slepian DriveBiefeld-Brown 
Effect Drive 
(Dynamical case)

主たる駆動方式
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４．４．BiefeldBiefeld--Brown Effect DriveBrown Effect Drive衛星コンセプト衛星コンセプト

メインエンジン
Dynamic Biefeld-Brown
（ＤＢＢ）効果スラスター

高圧パルス発生器

制御装置類

電源装置類
補助電源用太陽電池パネル
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メインエンジン（DBBスラスター）の内部構造案

E ： Capacitorに印加される電場

Z ： 原子核を回る電子数

ε ： 誘電率

G ： 重力定数

M ： 誘電体の質量

ωｅ ： 共鳴角周波数

Ｒ ： 電子雲半径

Ｎ ： 単位体積当りの電荷数

Ｃ ： 光速度

ｅ : 粒子の電荷

電磁重力場から生起される推力Ｆ

Ｆ姿勢制御用を兼ねて
複数のスラスターを搭
載する
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５．衛星軌道テストコンセプト５．衛星軌道テストコンセプト

④推進力の予測値・実測値比較・検証

①指令②推進力発生

③軌道変更、推進力測定



Advanced Science –Technology Research Organization

６．開発ステップ・費用６．開発ステップ・費用

開発フェーズ

Ⅰ.システムデザイン

Ⅱ.ベンチテスト機

試作・地上試験

Ⅲ.①実証機

試作・地上試験

Ⅳ.実証機打上げ

・軌道上試験

・評価

Ⅲ.②実証機地上支援

システム構築

JAXA 相乗り小型衛星を想定する

衛星質量； 50kg以下

サイズ； 50×50×50cm以下

Torsion Field 
Drive方式試作

Biefeld-Brown Effect
Drive方式

◇百万

☆千万

◎千万
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7.7.今後の課題今後の課題

構造の検討及び推進力の計算式の検討

高電圧パルス発生方式の検討

電力供給方式の検討

利用するコンデンサータイプの検討

メンバー等による研究会の立ち上げ
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8.8.今後の予定今後の予定

・本の出版による啓蒙活動

「地球製円盤を製作する（フィールド推進の基
礎と応用（ｋｉｎｄｌｅ版）」

（担当：武捨、西野、山本）

・海外の研究機関等との連携の模索

（担当：武捨）

・活動資金等の募集

（担当：武捨、西野）
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補足資料補足資料
A1A1--各種ＢＢ効果実験各種ＢＢ効果実験

(A)

(B)

(C)

(A) Boras Milkos experiment

(B) Thruster experiment by JLN labs

(C) Truster experiment in the oil
by JLN labs

EGZE rg ⋅−≈ 04 επε
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A2A2（１）（１）-- Field Propulsion Thruster by JNL Labs
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The Serrano's Field Propulsion Thruster v1.0 specifications

•Conductive Armatures : 
- Aluminum sheet

•Dielectric material #1 : 
- Air, K=1, Dielectric strength = 3e6 V/m

•Dielectric material #2 : 
- Extruded Polystyrene ( Polyfoam XPS ), 
- thickness = 20 mm, K=2.53,

• Dielectric strength = 24e6 V/m

•Total Weight : 268 g

•Main diameter : 210 mm

•Height : 130 mm

A2A2（２）（２）-- Field Propulsion Thruster by JNL Labs
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(JBIS, Vol.61, pp.379-384, 2008)

AA３３-- DBB(DynamicalDBB(Dynamical BiefelBiefelｄｄ--Brown)Brown)効果効果～論文～論文
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AA４４-- Project to built a manProject to built a man--made Flying Saucermade Flying Saucer

GoalGoal
！！


